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 1945 年 7 月 16 日，米国・ニューメキシコ州のアラマゴルドで世界最初の原子

爆弾の実験を行なわれ，1 ヶ月も経たないうちに広島と長崎の原爆悲劇が起こっ

た。その後，米ソの核競争の中で 1952 年 10 月 31 日，米国は第一回の水爆実験，

10.4 Mt の通称「マイク」の核実験を南太平洋のエニウェトク島で行った。旧ソ

連も 1953 年 8 月 12 日，セミパラチンスク核実験場（カザフスタン）で最初の

水爆実験を実施した。このような状況を受けて米国はその翌年の 1954 年に前回

を上回る大規模な第二回の水爆実験 CASTELE 実験を行った。このシリーズの最

初の爆発が 3 月 1 日(米国時間，2 月 28 日)，ビキニ島で実施された 15 Mt 級の

水爆，通称「ブラボー(Bravo)」の実験であった。実験はサンゴ礁の地表で行わ

れ,膨大な量のサンゴなどの破片や蒸発物（その後、凝集物）が放射性核分裂生

成物と共に上空に吹き飛ばされた。当時，この海域には， 900 隻以上の日本か

らのマグロ延縄漁船が操業しており，ビキニ環礁の東方約 160km 水域にいた第

五福竜丸が，米国原子力委員会想定の危険区域から約 30km 外側にいたにもかか

わらず，乗組員 23 名が被災した不幸な事件が発生した。 

  The fishermmen witnessed a
reddish white flash on the horizon
in the west-south-westerly direction
at about 3:40 (J.S.T.) and 7 or 8 min.
later they heard a loud explosion.
About 3 h after the explosion, fine
dust and debris began to fall on the
boat and the fallout continued for
several hours and ceased towards
noon. The boat as well as the
fishermen and the tuna fishes
caught by them were covered with a
white sheet of fine fallout dust,
such as snow.
   After a two weeks ’ voyage, on
March 14th, the boat contaminated
heavily by radioactive fallout
returned to her home harbor, Yaizu ,
Shizuoka Prefecture of Japan. The
fishermen were exposed to nuclear
radiation.
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これが，いわゆる「ビキニ原爆被災事件」である。周辺海域にいたその他の漁

船も多かれ少なかれ，またマーシャル諸島の島民数百人も被曝した。この 1954

年も年配の人たちにとって今なお忘れがたい年である。歴史を回顧しながら、

筆者のビキニ試料の分析結果も交え所感を述べてみたい。 

 

Pacific ocean

 
 
 
 
 
 
 Dangerous area was expanded after

1954/3/19 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Position of boat
Bikini
AtollDangerous area

announced by USA on March 1st,1954 

The boat stood in
the outside of this
dangerous area

(1952/10/7) Rongelap Atoll
Eniwetok Atoll

(1953/10/10)

The total doses estimated for the fishermen, as well as peoples
living around the Marshall Islands near Bikini Atoll.

Thyroid Dose
 by I-131 etc.

(Rem)

Body 
Dose

(Rem)

Stay during the 13 days
on board a fishing boat

Number
exposed

Fallout stating
time after
detonation

Exposed timeGroup

170-700 20-120
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第五福竜丸が 3月 14 日母港の焼津に帰港した後，放射線被曝した乗組員の診

察・治療はもちろん、マブロの放射能汚染調査が行われた。汚染された大量の

マグロは一部海域に，そして大部分は地中に投棄された。市場は大混乱し、放

射能汚染マグロ，放射能雨，久保山愛吉さんの死など国内は騒然とした。乗組

員の全身被曝は 170-700rem, 甲状腺被曝は 20-120rem と推定されている。 

 
Photograph of Tuna fishes landed on the  Yaizu Harbor (1954/3/16 )

Soon after landing fishes (mainly Tuna) on the harbor, Japanese
scientists monitored the radioactive contamination of fishes, with end-
window type G.M counters and scintillation counters with liquid
phosphors available at that time

A total of 856 boats landed fishes by the end
of December,1954The No.5 Fukuryu Maru returned

to her home harbor, Yaizu

Keep off !!

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，ビキニ環礁の東にあるロンゲラップ島の住民 64 名（約 50 時間内に退

去，38 ヶ月後に帰還）に対して全身被曝は 175rem、甲状腺被曝は 10-150rem と

推定されている。 

 3 月 16 日に東京大学（木村健二郎、南 英一ら）の研究室に降灰試料が持ち

込まれ，総力態勢で放射化学分析・測定が行われた。また，静岡大学（塩川孝

信ら），大阪市立大学（山寺秀雄, 西脇 安ら），金沢大学（木羽敏泰ら），さら

に後日京都大学 (清水 栄ら)でも各自で採取したビキニ関連試料の分析が精力

的に実施され，第五福竜丸の帰港以来二ヶ月あまりで、研究者の努力により核

分裂生成核種に加えて，誘導放射性核種 イオウ-35（35S）, カルシウム-45（45Ca）, 

さらに原爆材料に由来する超ウラン核種, ウラン-237（237U）,プルトニウム

-239,240（239,240Pu）を検出し，降灰の本質が究明された。当時の放射能測定で最
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も特筆すべきことは，降灰試料中に237U (T1/2=6.75ｄ)を検出し，その放射能が大

きな割合（20±10）％を占めることであった。この事が，核爆発時に238U(n,2n)237U

反応が起こっていたことを示すものであり，図らずも米国政府が秘密にしてい

た水爆の構造（3Ｆ爆弾，Fission-Fusion-Fission）の解明に決定的貢献をした。

それらの成果は，世界の学会に公表された。 
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 その後，政府は，我が国の水産業の重要性を考慮し，南方漁場の放射能汚染

状況を早急に把握するために，学会および関係官庁に協力を求め，俊鶻丸によ

るビキニ海域とその付近の放射能影響調査を 2 回実施した（一次調査：1954 年

5 月 15 日出港，二次調査：1956 年 5 月 26 日出港）。 
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これらの調査により，海域の広範囲の汚染をシンチレーションカウンタで把握

できることや放射能汚染魚の分布から放射性核種が海流の動きの追跡子として

利用できることなどの新知見を得た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このような背景には，1937 年に完成した理研サイクロトロンを用いて，仁科

芳雄（理化学研究所），木村健二郎 (東京大学)らが核分裂生成物の研究を行い，

7 元素の核分裂生成物，さらに237Uの発見，広島・長崎原爆関連の放射能汚染試

料の分析，さらに占領下の中，1950 年にアメリカから初めて放射性同位元素が

輸入され，各大学にアイソトープ実験室が不完全ながらも設けられていたこと

を忘れてはならない。この年から，アイソトープの学術的利用を促進するため

に，文部省科研費で人工放射性同位元素の応用に関する総合研究が発足した。

また，学術会議が 1954 年春，放射線影響調査特別委員会を発足させ，檜山義夫 

(東京大学)を班長として10年間文部省科研費を受けて今日の原子力安全研究の

ための基礎を築いた。さらに 1957 年に放射線医学総合研究所が設立された。 

一方、被曝した第五福竜丸は，米国から船を引き渡せという要求もあったと

伝えられているが、最終的には文部省が船を買い上げ，1954 年 8 月には東京湾

に開航され、東京水産大学の品川岸壁に係留された。引き続き残留放射能の調

査，除染作業がおこなわれ 1956 年 5 月安全が確かめられ、大幅な改造後、｢は
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やぶさ丸｣と改名され千葉県館山を母港に東京水産大学の練習船として再出発

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1967 年 3 月，「はやぶさ丸」は廃船処分され、エンジン等ははずされ残りの船

体が東京湾のゴミ埋め立て地，夢の島に捨てられた。その後、会社員の武藤氏

の投書『沈めてよいか第五福竜丸』（朝日新聞、1968/3/10）を契機に保存運動

がはじまり 1973 年 11 月に「財団法人・第五福竜丸保存平和協会」が設立され、

東京都へ船が寄付され都立の第五福竜丸展示館が建設される合意に達した。廃

棄処分から 9年、1976 年 6 月 10 日に展示館が開館され永久保存されることにな

った。 

 第五福竜丸の展示館の開館と時を同じくして、その後環境放射能に対する社

会の関心が高まる中，環境放射能研究所として 1976 年金沢大学に理学部附属低

レベル放射能実験施設が開所した。施設が出来てまもなくの頃，ビキニ被災事

件後 25 年経た 1979 年 4 月下旬頃に阪上正信（金沢大学），小村和久（金沢大学）

らが東京・夢の島の第五福竜丸展示館を訪ねin-situ Ge検出器で，船体のほか，

延縄や延縄の浮きの目印に使用していたシュロ（ボンテンチク），船体塗料など

の放射能測定を行い，セシウム-137（137Cs），コバルト-60（60Co,） アンチモン
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-125（125Sb）, ユーロピウム-152（155Eu）, アメリシウム-241（241Am）をレベル

が低いが検出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この時に、研究用にとほんの少し頂いたと思われるシュロ（ボンテンチク）

試料が，当実験施設に保存されていた。私は，当時検出された237Uがどの程度の

放射能強度であったのかに興味を持ち，このシュロ試料の237Np (半減期：2.14x106

年)の測定を試みた（1995 年頃，237Uは238U(n,2n)237Uの核反応で生成し、半減期

6.75 日でβ-壊変して半減期の長い237Npに壊変する）。まず、シュロ試料 0.38g（乾

燥物）をゲルマニウム(Ge)検出器でγ線測定をすると137Cs、60Coがはっきり検出

され，死の灰が付着していることを確認した。次いで、電子顕微鏡-蛍光X線分

析を併用して付着成分の元素組成を調べ，Ca, Mg, Sが存在することを確かめた。 
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その後、放射化学分離・精製を行い，ネプツニウム（237Np）と共にウラン

（234,235,238U）、プルトニウム(238,239,240,241Pu) 同位体およびアメリシウム(241Am)を

α線スペクトロメトリー等で定量した。下記に示すように上記のすべての核種を

定量でき、極微量ではあるが 11.5 mBq/gの237Npを被災から 40 年後に初めて検出

することに成功した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この237Np放射能量を基に当時のシュロ中の237U を評価すると核実験当時の

値として原子数で 1.1x1012個/g、放射能強度で 1.3x106 Bq/g存在していたことが推

定できた。当時の科学者たちは、測定試料によって異なるが、恐らくこれ以上

のレベルの放射性核種を化学分離・精製しながらガイガー・ミュウラー(GM管)

計数装置で徹夜しながら測定し続けていたと推察できる。最も興味深いことは、

上記に示すように 1954 年 3 月 26 日での木村健次郎等の評価した237U/239,240Pu放

射能比（5.0±3.5）x104が、今回の測定から評価した値 1.7x104と測定誤差内でよ

く一致していることである。改めて，当時の科学者達の分析、測定能力の素晴

しさと努力の結晶を強く認識させられる思いである。当時のPuは、化学分離操
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作を何回も繰り返し原子核乾板上にできるPuからのアルファー線の飛跡を顕微

鏡で入念に観察して求められている。きめ細かな根気の必要な仕事である。現

在、分析法や測定法の進歩は目覚ましく，放射能測定が比較的簡単に精度よく

行えるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 もし第五福竜丸がビキニ環礁の東方 160 km (危険区域の外側 約 30 km) より

も遥か遠方にいて被災を免れ，大気圏での核実験が継続していたならば，我が

国の放射能研究がどのような方向で進んでいたかを想像することも非常に興味

深い。悲惨な事件ではあったが、この事件は、放射能に関する核化学や放射化

学研究の進展のみならず，医学，物理，化学，農学その他多くの専門分野がこ

の問題に取り組み，殆ど未開拓の我が国の環境放射能や放射線防護の学際的研

究を飛躍的に進展させたことで歴史的意義を有するものと言える。 

 すでに，この事件からもう半世紀が経過した。第五福竜丸の当時の乗組員の

半数はすでに亡くなられている。ビキニ環礁周辺に当時 900 隻以上いた他の船

の乗組員は、どうしているのだろうか。心の苦痛、痛手を負いながらある人は
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すでに亡くなり，またある人は生存していらっしゃると思う。亡くなられた方々

にご冥福を祈ると同時に、二度とこのような被災がおこらないように祈るのみ

である。この事件は，広島、長崎の原爆被災、それに継ぐ悲惨な事件として後

世に語り継がれ、決して風化されるべき出来事ではありません。肝に銘じなが

ら核の無い平和な世界構築を目指して少しでも貢献しながら生きたいものであ

る。 
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